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 東日本ユニオン長野地本は２月１９日、「JA 長野県ビル」において「第１２回地方委員会」を開催しまし

た。第１３回定期大会以降の運動の総括と成果を全体で確認し、次期大会までの運動方針を参加者全

員で確認してきました。 

 臼井委員長からは、「寒く雪の多い冬となり、列車の運休が何日も発生する程

の大雪となっている。『降雪は異常時』という捉え方で、日々の業務に取り組ん

で欲しい」「雪の影響で多くの問題が発生している。メモを残しておいていただ

き、冬期明けにどういう問題があったかを検証していく」「２０２５春闘４項目と

夏季手当３．５ケ月分について、本日申し入れを行った。本部方針に対し、長野地

本として全面的に賛同し、全力で取り組んでいく」「統一行動において、基本給に

対する本音を聞き出すことに取り組み、『基本給が安すぎる』といった悲痛な声が聞かれている。みん

なで話をしながら、春闘の時は春闘の話が当たり前にできる風通しの良い職場をつくっていこう。そ

して、統一行動をやり切って『満額獲得』を勝ち取っていこう」と挨拶がありました。 

 

 来賓の本部嶋田副委員長からは「安全について、東北新幹線の列車分離など

多くの事故が発生している。命を守るためにも更に職場から議論し、労働組合

の立場から撲滅に向けて取り組んでいく。また輪軸の圧力データの改ざんやみ

どりの窓口閉鎖の問題など、社員を裏切り、お客さまを置き去りにしてしまうよ

うなことは決してあってはならない」「２０２５春闘４項目と夏季手当３．５ケ月分

について、本日経営側に申し入れを行った。この間抑えられてきた『基本給』を

一円でも多く取り返すために、労働側の団結を打ち固め、納得のいく基本給と期末手当を勝ち取るべ

く、要求実現を目指して共に頑張って行きましょう」と挨拶がありました。 

 

 質疑では６名の委員から「２０２５春闘のたたかい」「冬期に発生している問題点」「職場のインバウン

ド対応と要員について」「ワンマン運転の検証について」「レクを通じた組織強化の取り組み」など様々

な発言がありました。 
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 小林書記長の集約答弁では「全ての委員から『２０２５春闘』についての発言

をいただいた。東日本ユニオンの春闘要求４項目の実現に向けて、また取り組

みを通じた組織の強化・拡大の実現に向けて、現在『統一行動』に取り組んでい

る。この間の継続的な取り組みによって、労働者の声が多く届くようになって

きた。『基本給』に対する本音の声を多く集め、要求実現につなげていく」「夏季

手当に対する私たちのスタンスは『納得できる額を勝ち取っていく』というこ

と、直接の交渉は本部交渉部が行うが、その原動力になるのが私たちの多くの声であり、団結力であ

る。そのために、小さな声を結集させて大きな声に変えていく。そしてその声を大きな力として『２０２

５春闘勝利』に向けてたたかいをつくり出していこう」と答弁がありました。 
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